
平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

目
次

は
じ
め
に

一
、
考
察
対
象
言
語
集
団
と
考
察
対
象
資
料

二
、
経
と
儀
軌
に
お
け
る
同
文
的
訓
読

三
、
経
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
態
度
と
儀
軌
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
態
度

四
、
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
に
お
け
る
読
添
語
の
様
相

五
、
経
と
儀
軌
と
の
漠
文
体
の
相
違
と
読
添
語
の
量
的
相
違
と
の
相
関
関
係

六
、
経
の
訓
読
語
と
儀
軌
の
訓
読
語
の
質
的
相
違

お
わ
り
に

は
じ
め
に

平
安
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
の
漢
文
訓
読
語
史
に
つ
い
て
、
近
時
、
同
一
典
籍
の
同
文
的
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
位
相

差
、
即
ち
、
言
語
集
団
の
相
違
に
よ
る
訓
読
語
の
違
い
の
解
明
が
進
ん
で
い
る
。
小
林
芳
規
博
士
は
、
「
平
安
鎌
倉
時
代

に
お
け
る
漢
籍
訓
眉
の
国
語
史
的
研
究
」
に
お
い
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
俗
家
で
あ
る
博
士
家
の
訓
点
資
料
を
博
捜
し

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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八
二

て
、
各
博
士
家
に
よ
っ
て
、
訓
読
語
の
性
格
が
異
な
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
以
後
、
三
保
忠
夫
氏
、
築
島
裕
博
士
、
小

林
芳
規
博
士
等
は
漢
籍
の
み
で
な
く
、
仏
書
の
訓
点
資
料
に
も
同
様
に
言
語
集
団
の
違
い
に
よ
る
訓
読
語
の
差
異
の
存
す

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
宗
派
流
派
、
即
ち
、
天
台
宗
寺
門
派
・
山
門
派
、
真
言
宗
小
野
流
・
広
沢
流
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
語

が
異
な
る
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
誓
月
本
雅
幸
氏
は
、
同
様
の
宗
派
流
派
に
よ
る
訓
読
語
の
異
同
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
訓
読
さ
れ
た
あ
る
書
物
た
と
え
ば
、
大
唐
西
域
記
な
ど
が
、
そ
の
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て

（2）

は
、
宗
派
流
派
に
よ
っ
て
も
訓
読
語
の
差
違
を
示
さ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
先
学
の
研
究
は
、
言
語
集
団
の
違
い
と
い
う
視
点
か
ら
、
訓
読
語
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
一
言
語
集
団
内
部
の
多
数
の
訓
点
資
料
が
、
均
一
の
訓
読
語
を
反
映
し
た
も
の
か
否
か
の
検
討
は
澱
み
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
か
か
る
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
以
下
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
一

言
語
集
団
の
内
部
に
お
い
て
、
訓
読
さ
れ
る
漢
文
の
性
格
に
よ
っ
て
訓
読
文
体
の
差
違
が
存
し
て
い
た
こ
と
。

第
二
点
は
、
各
言
語
集
団
間
に
お
い
て
、
そ
の
差
違
の
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
二
点
を
、
本
稿
の
中
心
課
題
と
し
、
特
に
、
儀
軌
・
次
第
類
の
訓
読
語
の
性
格
を
共
時
的
に
傭
撤
し
考
え
て
み

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
平
安
時
代
加
点
の
訓
点
資
料
の
遺
存
量
は
、
膨
大
な
も
の
に
上
る
も
の
で
あ
る
。
本

稿
は
そ
の
一
部
の
資
料
を
取
り
上
げ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
見
通
し
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。

一
、
考
察
対
象
言
語
集
団
と
考
察
対
象
資
料

本
稿
に
考
察
対
象
と
す
る
言
語
集
団
は
、
平
安
時
代
後
半
期
、
す
な
わ
ち
平
安
後
期
、
院
政
期
　
（
十
一
・
十
二
世
紀
）



の
真
言
宗
で
あ
る
。
真
言
宗
の
訓
点
資
料
は
、
平
安
後
半
期
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
多
様
な
様
相
を
示
す
も
の
と

把
え
ら
れ
る
。
真
言
宗
広
沢
流
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
円
堂
点
・
浄
光
房
点
や
広
隆
寺
点
等
の
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
し
た

訓
点
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
広
隆
寺
点
資
料
の
遣
有
は
、
そ
の
資
料
の
量
が
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の

で
、
高
山
寺
蔵
の
大
集
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
経
嘉
承
元
年
丹
波
雅
康
点
が
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
浄
光
房
点
の
資
料
の

遣
存
量
も
、
決
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
。

真
言
宗
小
野
流
に
属
す
る
訓
点
資
料
は
、
主
と
し
て
東
大
寺
点
・
喜
多
院
点
等
の
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
し
た
資
料
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
東
大
寺
点
・
喜
多
院
点
と
も
に
本
来
は
南
都
に
端
を
発
す
る
ヲ
コ
ト
点
法
で
あ
っ
て
、
特
に
、
平
安
後
半

期
に
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
い
て
多
用
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
喜
多
院
点
は
平
安
時
代
も
前
半
期
は
興

福
寺
な
ど
南
都
法
相
宗
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ヲ
コ
ト
点
法
で
あ
る
が
、
平
安
後
半
期
、
中
川
上
人
賓
範
以
後
、
贅
範
ゆ
か

り
の
大
和
中
川
成
身
院
・
山
城
光
明
山
・
高
野
別
所
な
ど
で
の
使
用
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
賓
範
以
前
の
真
言
宗
で

の
使
用
例
は
多
く
は
な
く
、
真
言
宗
小
野
流
も
専
ら
中
川
流
の
中
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
資
料
の
遣
存
量
は
、
高

山
寺
に
玄
雷
の
関
わ
っ
た
成
身
院
本
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
も
の
の
、
円
堂
点
資
料
や
、
東
大
寺
点
資
料

な
ど
に
比
べ
て
決
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
。
真
言
宗
高
野
山
に
関
す
る
訓
点
資
料
で
は
、
高
野
山
中
院
流
の
所
用
に
な

る
中
院
僧
正
点
資
料
が
存
す
る
。

以
上
の
平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
訓
点
資
料
と
し
て
、
そ
の
資
料
の
遺
存
量
が
多
い
も
の
は
、
真
言
宗
広
沢
流

の
仁
和
寺
等
を
中
心
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
円
堂
点
資
料
と
、
真
言
宗
小
野
流
の
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
や
石
山
寺
な
ど
で

使
用
さ
れ
て
い
た
東
大
寺
点
資
料
、
高
野
山
中
院
流
の
使
っ
た
中
院
僧
正
点
資
料
と
で
あ
る
。
こ
の
内
、
本
稿
で
は
円
堂

点
と
東
大
寺
点
の
資
料
群
を
対
象
と
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
考
察
の
対
象
と
し
た
訓
点
資
料

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

円
堂
点
資
料

《
経
類
》

◎
円
経
1
　
諸
悌
境
界
撮
眞
賓
経
巻
上
・
中
・
下
嘉
承
二
年
点
　
三
帖
　
　
高
山
寺
蔵
第
一
一
五
函
第
八
四
号

［
1
］
　
巻
上

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
五
月
二
日
酉
時
許
於
静
定
房
以
御
本
書
了
／
一
交
了

（
朱
書
）
　
「
以
同
御
本
移
鮎
了
□
口
□
／
同
年
四
月
十
九
日
以
欒
成
房
経
御
房
奉
受
了
」
／
僧
林
寛
之
本

［
2
］
　
巻
中

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
四
月
廿
五
日
於
静
定
房
□
了
／
一
交
了

（
朱
書
）
　
「
以
御
房
本
移
鮨
了
ロ
ロ
ロ
／
同
年
同
月
廿
日
御
房
．
奉
受
了
」
　
僧
林
寛
之
本

［
3
］
　
巻
下
　
奥
書
ナ
シ

◎
円
経
2
　
金
剛
頂
玲
伽
中
略
出
金
諭
経
巻
第
一
－
四
嘉
承
三
年
点
　
四
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
二
部
四
七
号

［
1
］
　
巻
第
一

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
十
月
二
日
　
「
御
」
　
房
以
本
書
了
交
了

（
朱
書
）
　
「
同
三
年
正
月
廿
二
日
以
同
本
移
鮎
了
」

（
墨
書
別
筆
）
　
「
天
仁
二
年
　
（
一
一
〇
九
）
　
五
月
十
二
日
於
／
瀧
尾
山
御
房
奉
受
了
」

（
墨
書
又
別
筆
）
　
「
僧
林
寛
之
本
」

［
2
］
　
巻
第
二

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
十
月
廿
五
日
於
御
房
以
御
同
本
書
了
／
交
了



（
朱
書
）
　
「
同
三
年
正
月
廿
五
日
以
岡
本
移
粘
了
」

（
墨
書
別
筆
）
　
「
僧
林
寛
之
本
」

（
墨
書
又
別
筆
）
　
「
天
仁
二
年
　
（
一
一
〇
九
）
　
五
月
十
三
日
於
瀧
尾
奉
受
了
」

［
3
］
　
巻
第
三

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
十
月
廿
一
日
於
静
定
房
□
□
□
以
／
御
本
書
了

（
追
撃
）
　
　
　
　
　
　
　
「
一
交
了
」
　
（
朱
書
）
　
「
以
同
本
同
三
年
正
月
十
七
日
移
鮎
了
」

（
別
筆
）
　
「
天
仁
二
年
　
（
一
一
〇
九
）
　
五
月
廿
四
日
於
瀧
尾
御
房
奉
受
了
」

（
朱
書
別
筆
）
　
「
林
寛
之
本
」

［
4
］
　
巻
第
四

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
十
月
廿
七
日
於
御
房
以
□
本
書
了

（
朱
書
）
　
「
同
三
年
二
月
四
日
以
書
本
移
鮨
了
」

（
墨
書
別
筆
）
　
「
天
仁
二
年
　
（
一
一
〇
九
）
　
／
五
月
廿
五
日
於
瀧
尾
御
房
奉
受
了
」

（
又
別
筆
）
　
「
僧
林
寛
之
本
」

（
又
々
別
筆
）
「
保
延
三
年
（
二
三
七
）
十
月
十
日
為
政
御
房
奉
供
養
了
需
禁
」

◎
円
経
3
　
使
兄
法
経
院
政
初
期
点
　
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
第
六
二
画
九
〇
号

（
奥
書
）
　
僧
林
寛
之
／
（
別
筆
）
　
「
奉
受
了
」

◎
円
経
4
　
大
昆
慮
遮
那
威
儀
神
欒
加
持
経
巻
第
一
久
安
四
年
点
一
巻
　
（
八
巻
の
内
）
　
仁
和
寺
蔵
　
靂
七
函

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
奥
書
）
　
久
安
四
禾
　
（
一
一
四
八
）
　
七
月
廿
七
日
於
高
野
奉
受
了

八
六

◎
円
経
5
　
大
毘
虚
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
嘉
保
二
年
点
　
一
帖
　
（
二
十
帖
の
内
）
　
　
仁
和
寺
蔵

（
巻
一
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
寛
治
七
年
　
（
一
〇
九
三
）
　
十
月
廿
三
日
於
高
野
奥
院
東
竜
室
大
僧
都
奉
受
了

（
巻
第
廿
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
嘉
保
二
年
二
〇
九
五
）
二
月
廿
日
於
金
剛
峰
寺
奥
院
東
巷
室
観
音
院
／
大
僧
都
奉
受
了

《
儀
軌
類
》

◎
円
儀
1
　
毘
底
遮
那
傭
説
金
剛
頂
経
光
明
真
言
儀
軌
永
久
三
年
点
　
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
一
部
六
七
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
永
久
三
年
（
＝
一
五
）
七
月
廿
三
日
於
高
野
御
／
山
解
脱
房
阿
閣
梨
奉
受
了
／
僧
林
寛
之
本
」

三
校
了

（
別
筆
）
　
「
久
安
五
年
　
（
一
一
四
九
）
　
四
月
十
四
日
楽
生
房
奉
受
了
／

僧
弁
眞
」

◎
円
儀
2
　
彿
説
七
倶
　
彿
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門
嘉
承
二
年
点
　
一
帖

高
山
寺
蔵
　
重
文
第
一
部
七
五
号

（
奥
書
）
一
交
了

（
追
筆
）
　
「
康
和
二
年
　
（
一
一
〇
〇
）
　
正
月
十
日
於
帯
□
町
壇
所
書
了
／

（
朱
書
）
　
「
喜
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
二
月
廿
六
日
於
御
房
以
御
本
移
／
黙
了
／

（
別
筆
）
　
「
同
三
年
四
月
五
日
御
房
奉
受
了
」

如
意
輪
法
」僧
林
寛
之
本
」

◎
円
儀
3
　
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
諦
儀
軌
嘉
承
元
年
点
　
一
帖
　
高
山
寺
蔵
　
第
一
部
第
四
六
号



（
奥
書
）
嘉
承
元
年
（
二
〇
六
）
　
五
月
十
四
日
未
時
於
静
定
房
書
了
／
　
　
僧
林
寛
之
本
也

（
朱
書
）
　
「
同
日
以
御
房
御
本
一
交
同
移
粘
了
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
諦
儀
軌
一
帖
同
二
年
二
月
二
日
受
奉
了
」

◎
円
儀
4
　
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
玲
伽
一
切
時
庭
念
諦
威
儀
儀
軌
嘉
承
二
年
点
一
帖
　
高
山
寺
蔵
　
第
六
二
画
第

八
一
号
（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
＝
〇
七
）
　
四
月
六
日
於
御
房
書
了
／
僧
林
寛
之
本

（
朱
書
）
　
「
以
御
房
／
本
移
鮎
了
」
　
（
「
於
御
房
書
了
」
ノ
直
後
二
穎
ケ
テ
記
セ
リ
）

（
朱
書
追
筆
）
ノ
「
同
月
同
日
御
房
受
奉
了
」

（
別
筆
）
　
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
　
正
月
廿
八
日
巳
剋
許
発
生
房
／
奉
受
了
／
僧
弁
眞
」

◎
円
儀
5
　
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
法
嘉
承
二
年
点
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
三
部
第
七
五
号

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
　
八
月
十
三
日
於
静
定
房
以
同
御
本
書
了

（
朱
書
）
　
「
同
日
以
同
本
移
動
了
」
同
年
九
月
／
一
日
御
房
受
奉
了
　
　
僧
林
寛
之
本

（
別
筆
）
　
「
奉
受
了
」

◎
円
儀
6
　
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
　
法
巻
上
天
仁
元
年
点
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
一
部
第
四
四
号

（
奥
書
）
　
嘉
承
三
年
三
月
一
日
於
静
定
房
書
了
　
（
追
撃
）
　
「
一
交
了
」

（
朱
書
）
　
「
以
同
御
本
移
粘
了
」

（
別
筆
）
　
「
天
仁
元
年
（
＝
〇
八
）
九
月
十
八
日
御
房
／
奉
受
了
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
僧
林
寛
之
本
」

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

◎
円
儀
7
　
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
天
永
二
年
点
　
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
一
部
第
一
八
号

（
奥
書
）
　
天
永
元
年
十
一
月
十
七
日
申
時
許
於
御
房
以
同
郷
本
書
了

（
朱
書
）
　
「
同
二
年
三
月
八
日
丑
時
許
以
御
本
移
鮎
了
」
　
僧
林
寛
之
本

（
追
撃
）
　
「
同
二
年
九
月
十
九
日
於
瀧
尾
護
「
堂
午
時
許
御
房
奉
受
了
」

（
別
筆
）
　
「
久
安
五
年
　
（
二
四
九
）
　
四
月
二
日
巳
時
許
楽
生
房
奉
受
了
」

l
＼
「
＼

ノ
ノ

◎
円
儀
8
　
聖
不
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
天
永
三
年
点
　
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
三
部
第
八
八
号

（
奥
書
）
　
天
永
三
年
　
（
一
一
二
一
）
　
三
月
十
九
日
申
時
許
於
御
房
以
同
御
本
書
了

（
朱
書
）
　
「
同
年
同
月
廿
七
日
巳
時
許
以
同
御
本
移
鮨
了
」

（
追
撃
）
　
「
一
交
了
」
　
（
又
追
撃
）
　
「
同
年
四
月
升
目
辰
／
時
許
於
仁
和
寺
御
房
降
雨
徒
然
之
間
俸
受
了
／

僧
林
寛
之
本
」

◎
円
儀
9
　
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
嘉
承
二
年
点
　
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
第
一
一
五
画
第
八
三
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
上
口
方
奉
受
了
」

（
朱
書
）
　
「
嘉
承
二
年
二
一
〇
七
）
二
月
十
三
日
於
静
定
房
以
御
本
移
鮎
了
／
同
日
御
房
受
奉
了
」
／
一
交
了

（
別
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
僧
林
寛
之
本
」

（
又
別
筆
）
　
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
　
二
月
廿
一
日
辰
時
許
欒
生
房
奉
受
了
／
僧
弁
眞
」



◎
円
儀
1
0
　
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
玲
伽
法
要
院
政
期
点
一
帖
　
高
山
寺
蔵
　
第
一
八
三
画
第
四
六
号

（
奥
書
）
□
□
□
年
七
月
廿
八
日
書
了
末
寺
末
（
朱
書
）
　
「
撃
金
剛
／
弟
子
林
寛
之
本
」
　
（
「
党
印
之
本
」
擦
消
）

於
高
野
御
山
借
受
了
／
奉
受
了
弁
眞
／
北
御
房
奉
受
了

（
朱
書
）
　
（
擦
消
）
［
日
日
日
日
〓
日
ソ
於
□
王
院
奉
□
□
□

◎
円
儀
1
1
　
降
三
世
儀
軌
嘉
承
三
年
点
一
帖
　
　
東
寺
観
智
院
蔵
　
第
二
三
函
第
七
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
嘉
承
三
－
（
＝
〇
八
）
　
二
月
十
四
日
於
金
剛
峰
寺
成
蓮
房
奉
受
了
」

（
別
筆
）
「
延
享
三
丙
寅
歳
（
一
七
四
六
）
七
月
五
日
修
飾
了
／
僧
正
賢
是
十
空

◎
円
儀
1
2
　
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
玲
伽
念
諦
次
第
院
政
期
点
一
帖
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
一
部
第
一
七
七
号

（
奥
書
）
天
永
二
年
（
＝
〓
）
二
月
廿
盲
午
時
許
於
静
定
房
以
／
同
御
本
書
了
／
僧
林
寛
之
本

（
別
笹
）
　
「
久
安
五
年
　
（
一
一
四
九
）
　
三
月
五
日
楽
生
房
奉
受
了
」

◎
円
儀
1
3
　
金
剛
界
次
第
嘉
応
頃
点
一
巻
　
　
仁
和
寺
蔵
　
塔
二
十
七
函

（
奥
書
）
　
嘉
「
三
年
　
（
二
七
一
）
　
歳
次
三
月
十
四
日
未
免
許
書
了
（
行
頭
二
庵
点
ア
リ
）

東
大
寺
点
資
料

《
経
類
》

◎
東
経
1
萩
摩
呼
童
子
請
閉
経
承
暦
三
年
点
二
帖
仁
和
寺
蔵
塞
三
函
（
彿
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
五
額
、
平
成
七
年
＝
二
月
）

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
上
巻
奥
書
）
　
　
（
追
撃
）
　
「
一
校
了
」

（

マ

マ

）

承
　
歴
　
二
年
　
（
一
〇
七
八
）
　
四
月
八
日
於
西
房
書
了

（

マ

マ

）

（
下
巻
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
承
　
歴
　
三
年
三
月
一
日
於
大
谷
阿
閣
梨
御
房
奉
受
了
」

九
〇

◎
東
経
2
　
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
　
（
序
文
）
　
永
保
三
年
点
一
巻
　
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
蔵
　
（
「
東
大
資
料
編
纂
所

本
大
乗
埋
趣
六
披
羅
蜜
経
古
点
　
翻
刻
と
訳
文
（
上
）
」
岡
崎
和
夫
　
F
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
三
輯
）

（
奥
書
）
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
七
月
十
日
伊
勢
囲
鈴
鹿
郡
大
田
／
御
庄
／
移
鮨
巳
了
奉
拝
沙
門
阜
a
さ
註

耳
／
龍
徳
房
俸

本
／

◎
東
経
3
　
萩
悉
地
掲
羅
経
巻
中
院
政
初
期
点
一
巻
　
　
広
島
大
学
蔵
、
奥
書
ナ
シ

◎
東
経
4
　
不
空
箱
索
神
兇
心
経
仁
平
元
年
点
一
巻
　
　
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

（
奥
書
）
承
徳
三
年
（
；
九
九
）
南
呂
月
八
日
空
自
之
内
書
／
寓
供
養

（
朱
書
）
　
「
仁
平
元
年
（
二
五
二
　
七
月
二
十
日
以
大
法
房
本
移
鮨
了
輿
然
」

◎
東
経
5
　
萩
摩
呼
童
子
請
閉
経
巻
上
平
治
元
年
一
巻
　
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
第
二
二
函
第
二
八
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
平
治
元
年
（
＝
五
九
）
九
月
十
六
日
於
勧
修
寺
西
明
院
以
謹
本
両
度
比
校
移
粘
了
／
末
撃
沙

門
朗
寵
」

（
別
筆
）
　
「
治
承
四
禾
（
二
八
〇
）
　
五
月
十
六
日
俸
受
了
範
賢
生
　
十
七
歳
」



◎
東
経
6
　
略
出
金
諦
経
巻
第
三
院
政
期
点
一
巻
　
広
島
大
学
蔵
、
奥
書
ナ
シ

◎
東
経
7
　
大
毘
鹿
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
十
四
久
寿
三
年
点
一
帖
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
第
一
〇
函
第
八
号

（
奥
書
）
久
寿
三
重
（
＝
五
六
）
四
月
十
一
日
於
勧
修
寺
本
堂
後
戸
書
寓
了

◎
東
経
8
　
大
毘
鹿
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
三
治
承
五
年
点
一
帖
　
随
心
院
蔵
　
第
二
画
境
二
「
号
　
（
軍
心
院
聖
教
類

の
研
究
－
（
扱
古
書
院
）
平
成
七
年
五
月
）

（
奥
書
）
寓
本
日
記
云
／
永
久
二
年
（
＝
這
）
秋
参
篭
高
野
奥
院
之
間
集
諸
本
校
鮎
了
／
同
六
年
仲
春
十
六
日

酉
起
於
勧
修
寺
草
庵
以
疏
多
本
／
井
南
本
義
輝
等
往
々
添
削
靴
謬
交
鮎
等
了
（
以
上
本
奥
書
）

治
承
五
年
（
二
八
一
）
六
月
廿
七
日
於
東
山
草
庵
一
雨
度
複
了
／
二
度
校
了
　
発
弾

《
儀
軌
類
》

◎
東
儀
1
　
金
剛
頂
蓬
華
都
心
念
諦
儀
軌
寛
仁
四
年
点
一
巻
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
第
＝
一
画
第
四
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
〉
「
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
閏
十
二
月
盲
於
上
醍
醐
寺
俸
法
巳
了
僧
深
観
／
師
前
座
主
御
房
」

◎
東
儀
2
　
大
毘
鹿
追
那
経
広
大
成
就
儀
軌
永
久
三
年
点

（
巻
上
奥
書
）
　
（
追
撃
）
　
「
同
四
月
廿
八
日
始
書
之
」

永
久
三
年
（
〓
妄
）
租
五
月
二
日
書
了

二
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
第
三
部
第
四
〇
号

（

　

　

擦

　

　

　

　

　

消

　

　

）

渾
明
寺
廊
之

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
別
筆
）
　
「
保
延
二
年
（
二
三
六
）
　
三
月
廿
三
日
ロ
ロ
ロ
奉
受
了
」

九
二

◎
東
儀
3
　
胎
蔵
儀
軌
巻
中
（
青
龍
寺
儀
軌
）
天
永
二
年
点
一
帖
（
中
下
二
帖
の
内
）
　
末
寺
叡
智
院
蔵
　
第
二
二
四
函
第
一
号

（
奥
書
）
　
嘉
承
三
年
　
（
二
〇
八
）
　
八
月
十
日
酉
時
書
了
／
小
野
大
乗
院
之
内
小
御
堂
書
之

（
朱
書
）
　
「
元
永
二
年
（
＝
一
八
）
十
月
廿
日
申
時
以
松
本
御
本
鮨
了
」

（
別
筆
）
　
「
天
養
元
年
（
＝
四
四
）
八
月
三
日
於
金
剛
峰
寺
奉
受
円
如
房
了
／
求
法
沙
門
顕
厳
／
同
学
仁

和
寺
中
納
言
内
供
阿
閣
梨
」

◎
東
儀
4
　
金
剛
頂
蓮
華
都
心
念
諦
儀
軌
天
養
二
年
点
一
帖
　
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
第
二
一
画
第
一
六
号

（
奥
書
）

一
校
了

（
朱
書
）
　
「
天
養
二
年
（
＝
四
五
）
十
一
月
十
一
日
於
燈
下
移
粘
了
／
東
寺
末
資
淳
観
」

◎
東
儀
5
　
火
咋
供
養
儀
軌
永
暦
二
年
点
一
帖
　
　
高
山
寺
蔵
　
重
文
一
部
第
二
「
号

（
奥
書
）
永
暦
二
年
（
二
六
二
八
月
十
二
日
於
勧
修
寺
本
堂
〔
日
日
日
日
フ
末
資
範
呆

◎
東
儀
6
　
大
昆
慮
遮
那
経
広
大
成
就
儀
軌
巻
上
　
（
玄
法
寺
儀
軌
）
　
長
寛
二
年
点
一
帖
　
　
東
京
大
学
国
語
研
究
室

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
長
寛
二
年
（
＝
六
四
）
初
冬
廿
八
日
於
勧
修
寺
西
明
院
移
粘
了
／
求
法
沙
門
朗
澄
」

◎
東
儀
7
　
金
剛
頂
玲
伽
降
三
世
成
就
極
探
密
門
院
政
期
点

一
帖
　
東
寺
観
智
院
蔵
　
第
二
ハ
七
画
第
一
〇
号



（
奥
書
）
　
教
□
房
借
受
了
求
法
僧
□
□

◎
東
儀
8
　
金
剛
界
略
次
第
院
政
期
点
一
巻
　
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
第
九
函
第
二
言
す

（
奥
書
）
　
延
久
三
年
　
（
一
〇
七
一
）
　
三
月
廿
六
日
書
寓
巳
了

（
別
筆
）
　
「
始
同
年
五
月
九
日
至
千
十
七
日
井
六
日
於
石
山
大
門
房
／
□
林
間
梨
御
房
習
撃
了
」

◎
東
儀
9
　
俸
法
潅
頂
作
法
永
暦
元
年
頃
点
　
三
巻
　
　
石
山
寺
蔵
　
校
倉
附
一
二
号

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
本
云
天
仁
元
年
（
＝
一
〇
）
十
月
廿
七
日
以
他
本
奉
受
先
師
上
細
／
此
書
是
上
綱
先
師
持
本
楯
こ

永
暦
元
年
　
（
一
二
ハ
○
）
　
十
月
十
三
日
春
寒
了
／
求
法
沙
門
朗
寵
（
以
上
「
金
剛
界
俸
法
潅
頂
作
法
」
奥
書
）

二
、
経
と
儀
軌
に
お
け
る
同
文
的
訓
読

さ
て
、
従
来
、
共
時
的
に
宗
派
流
派
の
訓
読
語
の
違
い
を
論
ず
る
場
合
、
現
存
す
る
同
一
の
典
簿
の
加
点
言
語
集
団
の

異
な
る
資
料
を
取
り
上
げ
、
訓
読
の
様
相
を
、
同
文
的
に
比
較
し
、
そ
の
異
同
を
整
理
す
る
こ
と
で
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
、
訓
読
語
の
適
時
的
な
変
化
、
変
遷
を
論
じ
ょ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
の
方
法
が
採
ら
れ
、
同
一
典
籍
の
加
点
資
料

を
年
代
を
隔
て
て
同
文
的
に
比
較
し
、
そ
の
訓
読
上
の
異
同
を
整
理
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
稿
者
も

同
様
の
方
法
を
採
り
、
従
来
、
平
安
後
半
期
の
訓
点
資
料
は
、
い
わ
ゆ
る
、
移
点
に
よ
っ
て
成
立
し
た
資
料
群
で
あ
っ

て
、
そ
の
言
語
資
料
の
資
料
性
は
、
前
代
の
訓
読
語
を
伝
承
し
た
も
の
で
、
言
葉
と
し
て
の
変
化
に
乏
し
い
も
の
と
評
価

さ
れ
言
語
資
料
と
し
て
価
値
の
劣
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
平
安
後
期
・
院
政
期
を
通
じ
て
、
変
化
・
変
遷

の
存
し
た
事
を
、
金
剛
界
儀
軌
と
い
う
儀
軌
の
訓
点
資
料
を
適
時
的
に
比
警
し
論
じ
た
こ
と
が
あ
（
整

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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九
四

平
安
時
代
の
訓
点
資
料
で
も
、
特
に
遣
存
量
の
多
い
儀
軌
類
の
訓
点
資
料
の
国
語
史
料
と
し
て
の
資
料
性
に
つ
い
て
解

明
す
べ
く
、
個
々
の
儀
軌
資
料
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
儀
軌
資
料
の
訓
読
語
が
、
同
一
の
共
時
的
言
語
集
団

内
で
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
も
の
か
、
他
資
料
の
訓
読
語
と
の
比
較
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
て
お
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
に
掲
げ
た
も
の
は
、
儀
軌
と
経
と
の
訓
読
に
お
け
る
同
文
的
箇
所
の
訓
読
の
比
較
例
で
あ
る
。

比
較
例
1

○
次
　
（
に
）
　
復
、
金
剛
杵
を
収
取
　
（
し
て
）
　
師
、
弟
子

（
に
）
於
普
に
恭
敬
を
生
す
　
［
普
］
　
（
再
諌
）
し
。
此
人
は
能

ツ

（
く
）
諸
債
の
種
を
紹
イ
メ
J
肌
「
利
l
・
故
　
（
な
り
）
。
師
授

（
し
「
　
〔
円
経
2
金
剛
頂
玲
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
四
〕

○
師
咄
l
弟
子
に
於
　
（
て
）
　
昔
に
恭
敬
を
生
す
　
［
普
］
　
（
再

説
）
し
。
此
人
を
以
　
（
て
）
　
能
　
（
く
）
　
諸
債
の
種
怪
を

紹
（
く
）
か
・
故
　
（
に
）
　
師
授
　
（
く
）
　
る
に
商
任
を
以

（
て
）
す
應
（
し
）
。
而
（
し
て
）
告
（
け
）
て
　
［
之
］
　
言
く
。

〔
高
山
寺
蔵
阿
閣
梨
大
豆
茶
羅
潅
頂
儀
軌
鎌
倉
初
期
点
〕

比
較
例
2

0
諸
の
密
語
の
究
尭
清
浄
の
修
行
の
理
趣
に
於
　
（
て
）
　
汝

廣
　
（
く
）
　
衆
生
の
鳥
に
・
方
便
別
封
m
「
勺
開
示
　
（
す
）
　
應

（
し
）
　
善
男
子
諦
華
　
（
せ
よ
）
。
若
　
（
し
）
　
能
　
（
く
）

是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
・
作
　
（
ら
）
　
者
一
切
の
如
来
皆
此

○
諸
の
密
語
に
於
（
て
）
究
尭
清
浄
な
り
。
理
趣
を
修
行

す
。
汝
廣
（
く
）
衆
生
の
為
に
・
方
便
し
て
開
示
（
す
）

應
（
し
）
。
善
男
子
諦
に
聴
け
。
若
（
し
）
能
　
（
く
）
　
是

（
の
）
如
（
く
「
修
　
（
せ
）
　
者
一
切
如
来
骨
悉
（
く
）
に
汝

シ
　
ロ
　
シ
　
メ

（
の
）
　
人
は
能
　
（
く
）
　
傭
恩
を
報
　
（
し
）
　
た
て
ま
つ
る

能
（
く
）
備
恩
を
報
す
　
（
と
）
　
知
　
シ
ぬ
。
〔
同
右
〕



と
知
め
　
（
す
）
　
へ
し
。
〔
同
右
〕

比
較
例
3

ヒ
，
h
・

〇
即
　
（
ち
）
　
所
潅
頂
の
剥
．
を
引
　
（
き
て
）
　
帝
輝
方
の
門
よ

り
入
　
（
り
て
）
　
蓮
花
茎
の
上
に
坐
　
（
せ
し
）
　
め
　
（
て
）

〔
同
右
〕

○
次
　
（
に
）
　
昔
に
潅
頂
す
る
所
の
・
都
を
引
く
［
普
］

（
再
議
）
　
（
し
）
。
天
帝
の
方
門
よ
り
入
　
（
り
て
）
　
花

茎
の
上
に
坐
す
。
〔
同
右
〕

（
参
考
）
　
又
香
華
種
種
の
供
具
を
以
　
（
て
）
　
潅
頂

（

も

）

の

（
す
）
　
る
所
の
ー
剖
－
に
供
養
す
。
〔
同
右
〕

比
較
例
4

0
走
れ
を
用
　
（
て
）
　
身
を
巌
　
（
る
か
）
　
故
　
（
に
）
　
諸
魔

の
障
を
為
す
者
　
及
　
（
ひ
）
　
飴
の
悪
心
の
類
　
之
を
親

（
て
）
　
成
　
（
く
）
　
四
散
し
ぬ
。

是
の
中
の
密
印
の
相

は
　
先
　
（
つ
）
　
三
補
咤
ば
作
　
（
し
て
）

ア
　
ム

輪
　
礼
　
（
去
）
　
［
ィ
、

礼
〈
左
、
マ
ト
ヒ
テ
〉
］

止
観
の
二
風

火
輪
の
上
に
持

す
。
〔
円
経
4
大
毘
鹿
遮
那
成
備
神
欒
加
持
経
巻
第
五
〕

○
是
を
用
　
（
て
）
　
身
を
厳
　
（
る
か
）
　
故
　
（
に
）
　
諸
魔
陣

を
鳥
す
者
、
及
（
ひ
）
飴
の
悪
心
の
類
之
を
親
　
（
て
）

成
　
（
く
）
叫
割
判
。
　
是
　
（
の
）
　
中
の
密
印
の
相
は

先
　
（
つ
）
　
三
補
咤
引
作
　
（
し
て
）
　
止
観
の
二
風
輪

ア
サ礼
へ
て
火
輪
の
上
に
持
す
。
〔
東
寺
観
智
院
蔵
胎
蔵
儀

軌
　
（
玄
法
寺
儀
軌
）
　
延
文
元
年
点
〕

比
較
例
1
・
2
・
3
は
、
高
山
寺
蔵
の
金
剛
頂
玲
伽
中
略
出
念
諦
経
と
高
山
寺
蔵
の
阿
閣
梨
大
里
茶
羅
潅
頂
儀
軌
鎌
倉

初
期
点
と
を
比
較
し
た
も
の
、
比
較
例
4
は
、
仁
和
寺
蔵
の
大
日
経
と
東
寺
観
智
院
蔵
の
胎
蔵
儀
軌
延
文
三
年
点
と
の
同

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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文
的
箇
所
の
比
較
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

比
較
例
は
、
い
ず
れ
も
円
堂
点
加
点
資
料
で
あ
っ
て
、
真
言
宗
広
沢
流
の
訓
読
を
伝
え
た
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
比
較
例
1
で
は
語
序
の
異
同
を
初
め
、
傍
線
を
付
し
た
如
く
読
添
語
の
異
同
例
が
存
し
て
い
る
。
比
較

例
2
で
は
、
語
序
の
異
同
と
傍
線
部
の
如
き
読
添
語
の
異
同
例
が
存
し
て
い
る
。
比
較
例
3
は
、
字
訓
の
異
同
例
を
掲
げ

た
も
の
で
、
「
者
」
　
字
の
訓
読
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
る
。
略
出
金
諦
経
で
は
　
「
ひ
と
」
　
訓
を
与
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

阿
閣
梨
大
里
茶
羅
潅
頂
儀
軌
で
は
、
付
訓
が
な
い
。
必
ず
し
も
異
同
の
確
例
と
は
な
し
難
い
所
で
は
あ
る
が
、
参
考
例
に

引
用
し
た
如
く
、
阿
閣
梨
大
里
茶
羅
潅
頂
儀
軌
で
は
、
人
に
当
た
る
　
「
者
」
　
字
は
、
何
れ
も
　
「
ひ
と
」
　
訓
は
認
め
ら
れ

ず
、
加
点
が
な
い
か
、
ま
た
は
、
「
も
の
」
　
訓
の
加
点
が
存
す
る
か
．
で
あ
り
、
参
考
例
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
阿
閣
梨
大

量
茶
羅
潅
頂
儀
軌
の
　
「
者
」
　
字
は
　
「
も
の
」
　
訓
を
与
え
て
読
ま
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
比
較
例
4
は
、

傍
線
を
付
し
た
如
く
、
読
添
語
の
異
同
、
「
礼
」
　
字
の
訓
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
は
、
同
一
経
典
の
訓
読
の
比
較
と
は
異
な
り
、
こ
の
異
同
例
の
出
現
し
た
背
景
を
解
明
す
る
の
に
、

種
々
の
複
雑
な
要
素
を
想
定
す
る
必
要
が
存
す
る
。
示
し
た
比
較
資
料
は
、
と
も
に
、
平
安
時
代
加
点
の
軽
の
訓
点
資
料

と
鎌
倉
時
代
の
儀
軌
の
訓
点
資
料
で
あ
っ
て
、
純
粋
な
意
味
で
の
共
時
的
比
較
に
は
な
ら
ず
、
適
時
的
な
訓
読
語
の
変
化

の
結
果
を
含
む
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
四
資
料
と
も
に
円
堂
点
資
料
で
は
あ
る
が
、
訓
読
の
出
自
が
そ
れ
ぞ
れ
同
等

で
あ
る
と
認
定
す
る
に
は
、
奥
書
の
記
事
等
に
確
た
る
手
が
か
り
が
無
く
、
加
点
者
と
い
う
言
語
主
体
の
相
違
に
基
づ
い

て
生
成
さ
れ
た
訓
読
語
の
異
同
を
含
む
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
の
総
て
を
、
今
即
座
に
解
明
す
べ
き
手
だ

て
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
が
、
比
較
の
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
経
と
い
う
訓
点
資
料
に
属
す
る
資
料
の
一
部
で
あ

り
、
ま
た
、
一
方
は
、
儀
軌
と
い
う
訓
点
資
料
に
属
す
る
資
料
の
一
部
で
あ
っ
て
、
こ
の
資
料
性
の
違
い
も
、
そ
の
可
能

性
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。



三
、
経
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
態
度
と
儀
軌
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
態
度

さ
て
、
本
論
は
真
言
宗
に
お
け
る
経
類
の
訓
読
語
と
、
儀
軌
類
の
訓
読
語
と
に
相
違
の
存
し
た
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
真
言
宗
の
訓
点
資
料
が
多
く
存
す
る
中
で
、
姪
類
と
儀
軌
類
の
二
者
の
訓
読
を
そ
れ
ぞ

れ
資
料
群
と
し
て
特
立
し
て
取
り
上
げ
、
比
較
検
討
す
べ
き
根
拠
を
、
先
ず
は
示
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

以
下
に
示
し
た
も
の
は
、
円
堂
点
資
料
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
喜
入
注
の
具
体
例
で
あ
る
。
用
例
は
、
本
文
に
対
す
る
反

切
注
・
義
注
と
本
文
用
字
の
交
合
注
記
と
を
分
か
っ
て
示
し
た
も
の
で
、
用
例
中
に
　
「
　
」
を
付
し
た
も
の
と
付
さ
な
い

も
の
が
存
す
る
の
は
、
同
一
資
料
中
の
喜
入
注
の
色
の
違
い
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

円
経
1
　
諸
彿
境
界
撮
眞
賓
経
巻
上
・
中
・
下

《
反
切
・
義
注
》

「
結
上
二
字
／
不
破
訓
」
　
（
「
次
以
桔
」
　
上
欄
外
・
巻
二

乎
換
反
明
也
謂
光
明
柄
－
也
　
（
　
「
換
」
　
右
傍
・
巻
二
）

胡
減
反
苦
也
　
（
　
「
鍼
」
　
右
傍
・
巻
三
）

力
古
鍼
汁
也
　
（
　
「
歯
」
　
右
傍
・
巻
三
）

《
交
合
注
記
》

「
得
イ
」
　
（
上
欄
外
補
入
・
巻
一
）

指
イ
　
（
　
「
相
」
　
左
傍
・
巻
二
）

業
　
（
上
欄
外
補
入
・
巻
二
）

樽
　
（
　
「
寿
」
　
右
傍
・
巻
三
）

珠
　
（
　
「
殊
」
　
左
傍
・
巻
三
）

許
或
　
（
　
「
計
」
　
陀
羅
尼
上
欄
外
・
巻
三
）

円
経
2
　
金
剛
頂
玲
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
一
－
四

《
反
切
・
義
注
》

《
交
合
注
記
》

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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研
　
究

以
也
　
（
　
「
鵠
」
　
右
傍
・
巻
こ

伯
　
へ
芳
覇
反
／
恐
也
）
　
（
　
「
伯
」
　
左
傍
・
巻
二

由
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
一
）

以
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
一
）

以
也
　
（
　
「
烏
」
　
右
傍
・
巻
一
）

古
患
反
習
也
邁
也
慣
也
　
（
　
「
串
」
　
右
傍
・
巻
一
）

被
也
　
（
　
「
窟
」
　
右
傍
・
巻
こ

巳
也
　
（
　
「
以
」
　
右
傍
・
巻
こ

以
也
　
（
　
「
禽
」
　
右
傍
・
巻
一
）

以
也
　
（
　
「
薦
」
　
右
傍
・
巻
一
）

猪
京
反
／
花
也
飾
／
也
茂
也
（
「
英
」
　
上
欄
外
・
巻
二

以
也
　
（
　
「
烏
」
　
右
傍
・
巻
一
）

以
也
　
（
　
「
馬
」
　
右
傍
・
巻
こ

以
也
　
（
　
「
馬
」
　
右
傍
・
巻
一
）

以
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
こ

所
□
反
　
（
　
「
管
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

以
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
二
）

切
也
　
（
　
「
揮
」
　
下
欄
外
・
巻
二
）

以
也
　
（
　
「
烏
」
　
右
傍
・
巻
二
）

九
八

巧
或
　
（
「
秘
」
上
欄
外
・
拳
一
）

我
或
　
（
　
「
皆
」
　
下
欄
外
・
巻
こ

若
准
儀
軌
／
可
篇
肩
字
　
（
　
「
推
」
　
右
傍
・
巻
一
）

止
戎
本
　
（
　
「
陀
」
　
左
傍
・
巻
一
）

「
休
勃
陀
戎
本
」
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
補
入
・
巻
二

雷
電
　
（
　
「
雲
蔭
」
　
右
傍
・
巻
こ

「
輸
陀
戎
」
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
補
入
・
巻
こ

「
輸
陀
或
」
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
補
入
・
巻
一
）

「
室
者
或
」
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
補
入
・
巻
一
）

合
或
　
（
　
「
含
」
　
下
欄
外
・
巻
一
）

「
諦
欺
」
　
（
　
「
語
」
　
右
傍
・
巻
一
）

「
森
羅
多
薩
埴
鎖
戎
本
」
　
（
　
「
三
摩
耶
護
」
　
陀
羅

尼
下
欄
外
・
巻
一
）

即
イ
　
（
　
「
既
」
　
左
傍
・
巻
こ

戎
本
　
（
　
「
地
」
　
見
消
右
傍
・
巻
一
）

説
イ
　
（
上
欄
外
補
入
・
巻
一
）

上
イ
　
（
下
欄
外
補
入
・
巻
一
）

「
乞
叉
寧
或
　
「
　
（
　
「
芳
那
」
　
右
傍
・
巻
二
）

正
作
ハ
／
鞘
カ
　
（
　
「
筍
」
　
下
欄
外
・
巻
二
）



以
也
　
（
　
「
鵠
」

以
也
　
（
　
「
鵠
」

以
也
　
（
　
「
烏
」

以
也
　
（
　
「
烏
」

以
也
　
（
　
「
篇
」

名
也
　
（
　
「
鳥
」

以
也
　
（
　
「
虜
」

以
也
　
（
　
「
馬
」

以
也
　
（
　
「
鳥
」

以
也
　
（
　
「
寓
」

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

右
傍
・
巻
二
）

「
諸
時
反
教
也
」
　
（
　
「
祇
」
右
傍
・
巻
二
）

「
鹿
今
反
密
也
」
　
（
　
「
艦
」
　
右
傍
・
巻
二
）

以
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
二
）

以
也
　
（
　
「
鳥
」
　
右
傍
・
巻
二
）

頂
上
也
　
（
　
「
玉
枕
」
　
右
傍
・
巻
二
）

ツ
（
上
）
ク
（
平
）
也
　
（
　
「
接
」
　
右
傍
・
巻
三
）

之
列
反
　
（
　
「
親
」
　
上
欄
外
・
巻
三
）

巳
也
　
（
　
「
以
」
　
右
傍
・
巻
四
）

「
乃
珍
反
」
　
（
　
「
撚
」
　
右
傍
・
巻
四
）

戎
本
　
（
　
「
作
」
　
見
消
右
傍
・
巻
二
）

以
イ
　
（
左
傍
補
入
・
巻
二
）

彼
或
　
（
　
「
此
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

「
世
界
或
」
　
（
　
「
如
来
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

或
本
元
／
此
二
字
　
（
　
「
此
是
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

戎
本
　
（
　
「
心
」
　
見
消
右
傍
・
巻
二
）

戎
本
　
（
　
「
主
」
　
見
消
右
傍
・
巻
二
）

「
練
或
」
　
（
　
「
錬
」
　
右
傍
・
巻
二
）

蝋
或
　
（
　
「
楓
」
　
右
傍
・
巻
二
）

儲
イ
　
（
「
南
」
陀
羅
尼
右
傍
・
巻
二
）

裟
イ
　
（
　
「
那
」
陀
羅
尼
右
傍
・
巻
二
）

□
或
　
（
　
「
生
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

天
　
（
　
「
大
」
　
右
傍
・
巻
二
）

勢
或
　
（
　
「
契
」
　
上
欄
外
・
巻
二
）

契
或
　
（
補
入
右
傍
・
巻
二
）

達
磨
或
　
（
　
「
鉢
邪
」
陀
羅
尼
右
傍
・
巻
二
）

戎
本
　
（
　
「
場
」
　
見
消
右
傍
・
巻
三
）

金
剛
　
（
補
入
右
傍
・
巻
三
）

「
イ
本
」
　
（
　
「
哩
」
　
右
傍
・
巻
三
）

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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「
施
也
」
　
（
　
「
嘲
」
　
右
傍
・
巻
四
）

七
人
反
／
至
也
／
道
也
　
（
　
「
嘲
」
　
下
欄
外
・
巻
四
）

於
龍
反
比
也
　
（
　
「
翳
」
　
右
傍
・
巻
四
）

「
普
半
／
反
合
也
」
　
（
　
「
絆
」
　
上
欄
外
・
巻
四
）

一
〇
〇

抽
イ
　
（
　
「
招
」
　
右
傍
・
巻
三
）

梵
本
元
阿
字
同
下
（
「
阿
」
　
陀
羅
尼
左
傍
・
巻
四
）

迦
　
（
　
「
伽
」
　
朱
訂
・
巻
四
）

「
施
イ
」
　
（
　
「
故
」
　
上
欄
外
・
巻
四
）

「
堅
イ
」
　
（
　
「
竪
」
　
上
欄
外
・
巻
四
）

「
以
福
智
戎
本
」
　
（
　
「
福
荘
」
　
上
欄
外
・
巻
四
）

円
儀
2
傭
説
七
倶
　
傭
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門

《
交
合
注
記
》

施
イ
　
（
　
「
張
」
　
上
欄
外
）

元
邁
イ
　
（
　
「
遍
」
　
下
欄
外
）

イ
本
　
（
　
「
定
」
　
見
消
）

地
　
（
上
欄
外
補
入
）

体
　
（
陀
羅
尼
左
傍
補
入
）

戎
本
　
（
　
「
王
」
　
見
消
）

戎
本
　
（
　
「
有
」
　
見
消
）

契
　
（
上
欄
外
補
入
）

持
戒
　
（
　
「
相
」
　
下
欄
外
）

「
親
或
」
　
（
　
「
説
」
　
右
傍
）

互
或
　
（
　
「
別
」
　
上
欄
外
）

「
文
字
曹
是
元
」
　
（
　
「
文
字
」
　
右
傍
）

親
或
　
（
上
欄
外
補
入
）

遍
或
　
（
　
「
通
」
　
上
欄
外
）

渉
　
（
陀
羅
尼
右
傍
補
入
）

布
或
　
（
　
「
噛
」
　
下
欄
外
）

界
　
（
下
欄
外
補
入
）

通
或
　
（
　
「
道
」
　
右
傍
）

漠
戎
　
（
　
「
語
」
　
上
欄
外
補
入
）

脛
／
戎
本
　
（
右
傍
補
入
）



円
儀
4
　
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
玲
伽
一
切
時
庭
念
諦
成
傭
儀
軌

《
反
切
・
義
注
》

智
也
　
（
　
「
奪
摩
他
」
　
右
傍
）

定
也
　
（
　
「
鬼
婆
舎
那
」
　
右
傍
）

《
交
合
注
記
》

仁
或
　
（
　
「
人
」
　
上
欄
外
）

円
儀
9
　
聖
不
動
尊
安
鎮
家
国
等
法

《
反
切
・
義
注
》

多
交
反
□
也

薄
半
反
奔
也

濁
也
　
（
　
「
渾
」

入
也
　
（
　
「
容
」

胡
也
　
（
　
「
審
」

作
早
反
黒
也

ケ
フ
リ
也
　
（

－
□
所
也
　
（

（
　
「
凍
」
　
左
傍
）

（
　
「
叛
」
　
左
傍
）

右
傍
）

右
傍
）

右
傍
）

（
　
「
白
」
　
左
傍
）

「
惨
」
　
左
傍
）

「
在
」
　
上
欄
外
）

《
交
合
注
記
》

輸
イ
　
（
　
「
癌
」
　
上
欄
外
）

看
　
（
　
「
看
」
　
右
傍
）

以
下
八
方
夫
／
真
言
漢
字
／
日
本
克
之
／
但
後
或

人
／
書
之
　
云
々
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
）

r
s
i
　
（
　
「
r
s
a
」
　
陀
羅
尼
上
欄
外
）

m
a
右
　
（
陀
羅
尼
上
欄
外
）

戎
本
t
賀
字
下
有
督
腰
／
注
　
（
陀
羅
尼
末
尾
）

諸
傭
境
界
掻
眞
寮
経
に
は
、

反
切
・
義
注
四
条
と
交
合
注
記
六
条
と
が
認
め
ら
れ
る
。
反
切
・
義
注
の
項
目
の
初
掲
例

は
、
厳
密
な
意
味
で
の
反
切
・
義
注
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
伝
授
等
の
場
に
お
け
る
本
文
の
訓
読
に

つ
い
て
の
注
記
で
、
こ
こ
に
分
類
し
て
掲
げ
た
。
以
下
の
三
例
は
、
本
文
の
用
字
に
対
す
る
反
切
注
と
義
注
と
を
記
し
た

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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も
の
で
あ
る
。

金
剛
頂
玲
伽
中
略
出
金
請
経
に
は
、
資
料
に
示
し
た
如
く
、
漢
文
本
文
　
「
鳥
」
　
字
に
対
す
る
　
「
以
也
」
　
の
注
記
を
初

め
、
片
仮
名
注
を
含
め
て
、
四
十
二
条
の
反
切
や
義
注
の
喜
入
が
存
す
る
。
交
合
注
記
も
四
十
三
条
を
数
え
る
。

一
方
、
儀
軌
資
料
で
は
、
傭
説
七
倶
阻
彿
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門
に
は
、
反
切
・
義
注
の
書
人
柱
は
存
在
せ
ず
、

本
文
の
交
合
注
記
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
玲
伽
一
切
時
虚
念
諦
成
彿
儀
軌
に
は
、
義
注
が
二
条
、
交
合
注
記
が
一
条
存
す
る
が
、
義
注
の

二
条
は
、
い
づ
れ
も
、
漢
文
本
文
中
に
存
す
る
音
訳
梵
語
　
「
奮
摩
他
」
　
「
毘
婆
舎
那
」
　
に
対
す
る
注
記
で
あ
っ
て
、
先
に

示
し
た
経
の
反
切
・
義
注
が
漢
文
正
文
の
漢
字
の
用
字
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

聖
不
動
尊
安
鎮
家
国
等
法
の
書
人
の
状
況
は
、
経
の
喜
入
に
近
い
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
反
切
・
義
注
の
初

掲
例
、
本
文
　
「
凍
」
　
字
に
対
す
る
　
「
多
交
反
□
也
」
　
を
初
め
と
し
て
、
八
条
の
反
切
・
義
注
の
書
人
が
存
す
る
。
交
合
注

記
も
陀
羅
尼
の
梵
字
を
含
め
て
六
条
を
認
め
る
。

こ
れ
ら
の
喜
入
注
の
様
相
を
集
計
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
総
て
の
資
料
に
亘
っ
て
集
計
し

た
も
の
で
は
な
い
が
、
円
堂
点
資
料
の
書
人
柱
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
の
資
料
の
言
語
量
の
多
寡
の
問
題
も
存

す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
、
円
堂
点
資
料
に
お
い
て
は
、
経
類
と
し
た
三
資
料
に
反
切
・
義
注
が
、
そ
れ
ぞ

れ
四
例
・
四
十
二
例
二
一
例
出
現
す
る
の
に
対
し
て
、
儀
軌
次
第
類
に
は
、
交
合
注
記
が
各
資
料
に
存
す
る
割
に
は
、
反

切
・
義
注
が
存
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
存
し
て
も
善
人
が
多
く
は
な
い
。
こ
の
中
で
、
円
儀
8
と
し
た
不
動
安
鎮
法
が
例

外
的
で
、
他
の
儀
軌
類
と
様
相
を
異
に
す
る
が
、
当
該
資
料
の
個
別
の
問
題
と
し
て
精
査
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
般
に
、
経
類
に
お
い
て
は
、
漢
文
本
文
の
用
字
に
対
す
る
反
切
注
・
義
注
の
喜
入
が
盛
ん
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ

う
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
儀
軌
類
の
場
合
、
反
切
・
義
注
の
音
大
が
少
な
く
、
し
か
も
、
そ
の
反
切
・
義
注
も
漢
文
本
文



注入書の軌儀経＼／1表〈

名料資号香料資 注義注切反 記性合校

類経

下中上巻経賓眞撮界境悌諸1経円 4 6

四ー一第巻経諦念出暗中伽玲頂剛金2経円 24 34

経法兇便3経円 2 5

類第次軌儀

円 軌儀言真明光経頂剛金説彿汀p羽刀速度毘1儀
0 3

円 日．J
P法諦念尼羅陀明大泥准母傭倶七説傭2儀 0 02

軌儀諦念王怒盆世三伏降3儀円 0 0

軌儀傭成品田需虔時切一伽玲王輪頂字一経頂剛金4儀円 2 1

円法諦念薩菩蔵空虚大5儀 0 2

円 上巻法愈修略薩薯氏慈6儀 0 7

円法経尼羅陀命寿剛金7儀 0 2

法等国家鎮安尊動不聖8儀円 8 6

軌俵要秘摩1護星七斗レし」．4
9儀円 刺巻1 3

要法伽玲薩菩輪意nH発在日観01儀円
1 4

酪次諦念伽玲王輪頂字一頂剛金21儀円 0 5

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読

中
の
音
訳
梵
語
に
対
す
る
も
の
、
ま
た
は
、
陀

羅
尼
の
用
字
に
対
す
る
も
の
な
ど
、
経
類
の
状

況
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
指
摘
で
き
そ
う
で
あ

る
。表
中
に
は
、
経
類
と
し
て
、
大
日
経
疏
の
如

き
経
輝
書
の
類
、
胎
蔵
合
議
次
第
な
ど
の
次
第

の
類
も
取
り
上
げ
た
が
、
前
者
の
経
輝
類
は
、

経
と
、
後
者
の
次
第
類
は
、
儀
軌
と
同
様
の
書

人

柱

の

状

況

を

示

す

と

認

め

ら

れ

る

も

の

で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
今
、
経
類
、
儀

軌
類
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

右
に
確
認
し
た
経
類
と
儀
軌
類
と
の
書
人
柱

の
様
相
は
、
東
大
寺
点
資
料
、
中
院
僧
正
点
資

料
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
っ
（
誓
真
言

宗
の
訓
点
資
料
全
体
に
通
じ
る
傾
向
で
あ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
書
人
柱
の
相
違
は
、
特
に
、
反

切
・
義
注
の
類
が
、
訓
読
と
連
動
し
た
も
の
で

あ
っ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
経
類
の
訓
読
と
儀
軌

一
〇
三
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類

の

訓

読

と

の

訓

読

の

質

の

違

い

を

想

定

さ

せ

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

一
〇
四

四
、
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
に
お
け
る
読
添
語
の
様
相

以
上
の
書
人
柱
の
検
討
か
ら
、
以
下
に
は
、
訓
点
資
料
を
経
類
と
儀
軌
類
と
に
分
け
て
、
そ
の
訓
読
語
の
異
同
を
間
置

と
す
る
。

先
掲
の
比
較
例
1
か
ら
4
の
同
文
的
比
較
例
の
検
討
で
種
々
段
階
で
の
訓
読
の
異
同
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た

が
、
そ
の
う
ち
、
語
序
　
（
語
順
）
　
の
問
題
は
、
漢
文
自
体
の
解
釈
・
理
解
の
問
題
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
、
言
語
特
怪
を

考
え
る
手
が
か
り
と
は
為
し
難
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
字
訓
の
問
題
は
、
あ
る
限
ら
れ
た
範
囲
、
特
定
の
事
象
に
お
い

て
、
言
語
の
質
を
論
じ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
あ
る
資
料
に
出
現
す
る
全
字
訓
の
用
例
を
採
取
し
て

の
字
訓
総
体
の
整
理
が
、
訓
読
語
の
質
の
違
い
を
指
し
示
す
事
は
、
多
く
の
場
合
あ
ま
り
期
待
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
字
訓
の
出
現
は
、
既
に
存
す
る
漢
文
の
本
文
の
用
字
を
如
何
に
訓
読
す
る
か
の
場
合
で
あ
っ
て
、
す
で
に
、
漢
文
の

用
字
の
制
約
が
存
す
る
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
原
漢
文
の
表
現
に
比
較
的
制
約
を
受
け

な
い
の
は
、
こ
の
中
で
読
添
語
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
点
資
料
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
は
、
い
わ
ゆ
る
、
自
由
な
日
本
語
表
現
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
既

存
の
も
の
と
し
て
既
に
漢
文
が
存
し
て
お
り
、
こ
れ
を
理
解
し
、
漢
文
の
字
面
に
従
っ
て
言
語
表
現
を
行
う
場
合
に
現
れ

る
言
語
で
あ
る
。
語
序
の
異
同
や
字
訓
の
異
同
は
、
言
語
表
現
に
お
い
て
原
漢
文
の
制
約
を
受
け
や
す
い
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
読
添
語
と
て
そ
の
例
外
で
は
な
い
が
、
語
序
や
字
訓
の
問
題
に
比
較
す
れ
ば
、
比
較
的
自
由
な
言
語
表
現
の
可
能

な
部
分
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
読
添
語
を
取
り
上
げ
て
、
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
と
を
検
討
す
る
。
次
に
掲
げ
る
表
2
は
、
円
堂
点
資
料
、



東
大
寺
点
資
料
の
経
類
と
儀
軌
類
と
の
読
添
語
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
整
理
に
当
た
っ
て
は
、
各
資
料
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
＝
通
り
の
訓
読
の
結
果
が
加
点
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
無

く
、
同
一
箇
所
に
複
数
の
訓
読
の
結
果
を
記
し
た
部
分
が
存
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
右
傍
の
訓
な
ど

主
要
の
訓
読
と
認
め
た
一
通
り
の
訓
読
に
従
っ
て
用
例
を
収
集
し
た
。
ま
た
、
後
筆
・
別
筆
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
こ

れ
を
除
外
し
た
α

読
添
語
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
各
資
料
に
頻
出
す
る
「
を
」
　
「
に
」
　
「
と
」
・
「
を
も
て
」
等
の
格
助
詞
類
、

「
て
」
　
「
と
も
」
　
「
ど
も
」
等
の
接
続
助
詞
、
係
助
詞
「
は
」
、
い
わ
ゆ
る
指
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
　
「
た
り
」
、
形
式

体
言
　
「
こ
と
」
　
を
除
外
し
て
あ
る
。

対
照
表
は
、
左
か
ら
整
理
の
略
号
と
書
名
と
、
言
語
量
の
目
安
と
し
て
各
資
料
の
行
数
を
示
し
、
以
下
、
右
の
欄
に
は

助
詞
・
助
動
詞
・
動
詞
・
名
詞
・
そ
の
他
接
続
詞
及
び
連
語
の
順
に
、
各
資
料
に
出
現
す
る
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
、

右
末
尾
の
欄
は
、
各
資
料
に
出
現
し
た
読
添
語
の
異
な
り
語
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
各
資
料
群
の
資
料
の
配
列

は
、
上
段
に
経
類
を
配
し
、
そ
の
内
部
は
、
経
と
経
辞
書
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
年
代
順
に
配
列
し
た
。
下
段
の
儀
軌

類
は
、
同
様
に
、
儀
軌
と
次
第
と
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
年
代
順
に
配
し
た
。

こ
の
表
全
体
の
示
す
傾
向
を
、
円
堂
点
資
料
の
集
計
結
果
を
基
に
、
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
表
中
、
第
二
段
目
の
資

料
分
類
の
項
目
の
右
側
に
記
し
た
○
は
、
用
例
数
の
多
寡
を
無
視
し
て
、
各
語
詞
が
、
類
中
に
出
現
す
る
場
合
に
記
し
た

も
の
で
、
そ
の
総
数
は
、
異
な
り
語
数
欄
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
円
堂
点
資
料
の
経
類
の
読
添
語
の
異
な
り
総

数
は
、
三
十
語
で
あ
る
。
儀
軌
類
に
つ
い
て
も
同
様
に
示
し
た
が
、
儀
軌
・
次
第
に
出
現
す
る
読
添
語
は
、
二
十
三
語
を

数
え
る
。
l
股
に
、
経
類
に
お
い
て
読
添
語
の
多
様
な
様
相
が
見
て
取
れ
る
。
東
大
寺
点
資
料
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
、
経
類
三
十
八
語
、
儀
軌
類
二
十
八
語
が
確
認
さ
れ
る
。

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
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八

円
堂
点
資
料
の
資
料
個
別
の
読
添
語
の
異
な
り
語
数
も
、
経
類
に
彿
添
語
の
多
様
な
様
相
が
見
て
取
れ
る
。
経
類
で
は

円
経
3
便
兇
法
経
を
除
い
て
十
八
語
以
上
で
あ
る
。
儀
軌
類
で
は
十
七
語
を
上
回
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
円
経
3
億
兇

法
経
が
例
外
的
で
、
経
類
中
で
は
異
な
り
九
語
と
出
現
読
添
語
数
が
少
な
く
、
他
の
経
類
に
比
較
し
て
異
な
り
語
数
が
極

め
て
少
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
使
兇
法
経
は
、
七
十
二
行
を
数
え
る
資
料
で
、
他
の
経
類

に
比
較
し
て
、
決
し
て
言
語
量
が
多
い
も
の
で
は
な
い
。
他
の
、
儀
軌
類
に
つ
い
て
も
、
言
語
量
の
少
な
い
資
料
に
つ
い

て
は
、
比
較
的
に
読
添
語
の
異
な
り
語
数
が
少
な
く
出
現
す
る
よ
う
で
あ
り
、
言
語
量
の
多
寡
の
問
題
を
全
く
無
視
す
る

訳
に
は
行
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
東
大
寺
点
資
料
中
の
東
経
2
と
し
た
大
乗
理
趣
六
披
羅
密
経
は
序
の

部
分
の
み
の
集
計
で
あ
る
が
、
三
十
七
行
ほ
ど
の
資
料
で
あ
り
、
異
な
り
十
四
語
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
逆
に
、
儀

軌
・
次
第
類
の
資
料
は
、
経
類
に
匹
敵
す
る
言
語
量
を
有
す
る
資
料
に
お
い
て
さ
え
各
資
料
二
十
語
を
上
回
る
事
は
な

い
。
特
に
、
儀
軌
類
に
お
い
て
言
語
量
の
増
加
と
と
も
に
読
添
語
の
異
な
り
語
数
が
正
比
例
的
に
増
加
す
る
訳
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
異
な
り
語
数
の
而
か
ら
の
全
体
的
傾
向
は
、
や
は
り
、
姪
類
に
お
い
て
読
添
語
の
多
様
さ
、
訓
読
語
の
表

現
の
幅
の
広
さ
が
伺
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
傾
向
を
支
え
て
い
る
も
の
を
、
読
添
語
の
語
詞
分
類
に
従
っ
て
検
討
を
加
え
る
。
経
の
読
添
語

と
儀
軌
の
読
添
語
と
を
比
較
し
た
と
き
、
少
な
く
と
も
本
稿
の
調
査
の
限
り
の
円
堂
点
資
料
に
お
い
て
は
、
儀
軌
・
次
第

類
に
出
現
す
る
読
添
語
は
、
．
「
の
た
ま
ふ
」
　
「
ひ
と
」
二
語
を
除
い
て
、
経
に
出
現
し
て
い
る
。

ま
ず
、
経
類
の
読
添
語
と
儀
軌
類
の
読
添
語
と
を
比
較
し
た
と
き
、
経
に
偏
る
読
添
語
を
表
2
か
ら
確
認
を
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。
助
詞
の
欄
は
、
円
堂
点
の
経
類
の
特
有
語
は
「
ぞ
」
　
「
か
」
　
「
す
ら
」
　
「
い
」
　
「
な
が
ら
」
　
の
五
語
で
あ

る
が
、
経
類
、
儀
軌
・
次
第
類
と
も
に
出
現
す
る
助
詞
も
一
般
に
儀
軌
類
に
お
い
て
、
頻
度
が
低
い
と
認
め
ら
れ
る
。
東

大
寺
点
資
料
に
お
い
て
も
顕
著
で
、
「
ぞ
」
　
「
だ
に
」
　
「
す
ら
」
　
「
の
み
」
　
「
し
」
　
「
い
」
　
「
な
が
ら
」
　
「
か
な
」
は
経



類
の
特
有
語
で
あ
る
。
東
大
寺
点
資
料
に
お
い
て
も
、
儀
軌
に
お
い
て
出
現
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
用
例
が
少
な
い
語
詞

が
目
立
つ
。
こ
こ
に
掲
げ
た
助
詞
は
、
用
例
採
取
の
整
理
・
集
計
の
際
、
格
助
詞
・
接
続
助
詞
類
を
除
外
し
た
も
の
で
、

係
助
詞
、
副
助
詞
、
又
は
間
投
助
詞
、
終
助
詞
で
、
こ
れ
ら
の
助
詞
が
経
類
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
て

お
く
。
助
動
詞
の
欄
で
は
、
円
堂
点
の
経
類
に
特
有
の
助
動
詞
は
、
「
ご
と
し
」
　
の
一
語
で
あ
る
。
東
大
寺
点
資
料
で
の
助
動

詞
は
、
経
類
特
有
語
は
「
る
・
ら
る
」
　
「
語
で
、
他
は
経
類
、
儀
軌
類
と
も
に
出
現
を
認
め
ら
れ
る
が
、
助
動
詞
「
き
」

に
つ
い
て
は
、
儀
軌
類
の
用
例
が
比
較
的
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

動
詞
や
名
詞
、
連
語
の
読
添
え
は
、
円
堂
点
の
経
類
に
お
い
て
「
い
ま
す
」
　
「
お
も
ふ
」
　
「
も
の
」
　
「
ま
れ
」
な
ど

が
、
逆
に
、
儀
軌
類
で
は
　
「
の
た
ま
ふ
」
　
「
ひ
と
」
な
ど
の
特
有
語
が
存
す
る
。
東
大
寺
点
資
料
で
は
、
経
類
に
　
「
の
た

ま
ふ
」
　
「
ひ
と
」
　
「
も
の
」
　
「
と
い
は
」
が
、
儀
軌
類
で
は
　
「
ま
う
す
」
が
特
有
語
と
し
て
存
し
て
い
る
。
資
料
群
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
語
詞
の
出
入
り
が
存
す
る
も
の
の
、
一
般
に
、
儀
軌
類
に
お
け
る
動
詞
や
名
詞
、
連
語
の
読
添
語
の
出

現
頻
度
は
、
経
類
に
比
較
し
て
高
く
は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
か
ら
、
経
類
の
訓
読
語
と
儀
軌
・
次
第
類
の
訓
読
語
と
の
間
に
は
、
経
類
の
訓
読
に
お
け
る
助
詞
類
の
多
用
、
助

動
詞
の
内
一
部
の
助
動
詞
の
使
用
や
助
動
詞
　
「
き
」
　
の
経
類
に
お
け
る
多
用
、
動
詞
・
名
詞
な
ど
自
立
語
の
経
類
に
お
け

る
読
添
語
の
出
現
状
況
の
多
様
さ
が
、
そ
の
相
違
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。

五
、
経
と
儀
軌
と
の
漢
文
体
の
相
違
と
読
添
語
の
量
的
相
違
と
の
相
関
関
係

以
上
に
述
べ
た
経
類
の
訓
読
と
儀
軌
類
の
訓
読
と
に
お
け
る
か
か
る
読
添
語
の
相
違
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

以
下
の
例
は
、
円
堂
点
資
料
の
内
、
経
4
に
当
た
る
大
毘
鹿
追
那
威
儀
神
変
加
持
経
巻
第
一
の
内
題
等
を
除
い
た
冒
頭

の
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
・
我
れ
聞
　
（
き
）
　
き
。
一
時
薄
伽
梵
、
如
来
加
持
廣
大
金
剛
法
界
宮
に
住
　
（
し
）
　
た
ま
ふ
。
一

切
の
持
金
剛
　
（
は
）
　
［
者
］
　
皆
l
悉
　
（
く
）
　
集
合
せ
り
。
如
来
の
信
解
遊
戯
神
変
よ
り
生
せ
る
大
楼
閣
賓
王
は
高

（
く
）
　
し
て
無
申
達
　
（
な
り
）
。
諸
の
大
妙
賓
王
を
も
て
種
種
に
間
飾
せ
り
。
菩
薩
　
（
の
）
　
［
之
］
　
身
を
師
子
の
座

せ

と
為
り
。
其
　
（
の
）
　
金
剛
は
名
　
（
け
）
　
て
虚
空
無
垢
執
金
剛
《
中
略
》
金
剛
手
蘭
密
主
と
日
　
（
ひ
）
　
き
。
是
　
（
の
）

如
　
（
く
）
・
上
首
の
十
傭
剃
微
塵
数
等
持
金
剛
衆
と
倶
な
り
き
。
　
（
円
経
4
　
大
昆
慮
遮
那
成
彿
神
愛
加
持
経
巻

第
一
　
三
行
～
十
五
行
）

と
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
二
十
九
行
以
降
は
、
次
に
掲
げ
た
如
く
、

○
森
の
時
に
執
金
剛
秘
密
主
、
彼
の
衆
骨
の
中
に
於
　
（
て
）
　
坐
し
て
備
に
白
　
（
し
て
）
　
言
　
（
く
）
。
　
「
世
尊
、
云
何

（
に
）
　
し
て
か
如
来
應
供
正
遍
知
の
一
切
智
智
を
得
　
（
た
ま
）
　
ヒ
シ
。
彼
れ
一
切
智
智
を
得
　
（
て
）
　
無
量
衆
生
の
烏

に
廣
漬
し
分
布
（
し
）
て
種
種
の
趣
、
種
種
の
性
欲
に
随
　
（
ひ
て
）
　
種
種
の
方
便
道
を
も
て
一
切
智
智
を
宣
説
（
し
）
　
た

ま
ふ
。
或
　
（
は
）
　
拳
闘
乗
の
道
、
或
　
（
は
）
　
縁
餐
乗
の
道
、
或
　
（
は
）
　
大
乗
の
道
、
或
　
（
は
）
　
五
通
智
の
道
、
或

（
は
）
　
願
　
（
は
く
）
　
は
天
に
生
れ
・
或
　
（
は
）
　
人
中
及
　
（
ひ
）
　
龍
夜
叉
乾
問
婆
・
乃
至
摩
喉
羅
伽
に
生
　
（
る
）
　
る
・

法
を
説
た
ま
ふ
。
《
中
略
》
　
世
尊
、
喩
　
（
へ
）
　
は
水
界
の
一
切
衆
生
、
之
に
依
　
（
り
て
）
　
歓
楽
す
る
か
如
　
（
く
）

ナ

是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
　
一
切
智
智
も
諸
天
世
人
の
利
楽
を
烏
シ
た
ま
ふ
。
世
尊
・
是
　
（
の
）
　
如
　
（
き
）
・
知
慧
、
何

を
以
　
（
て
）
　
か
・
因
と
鳥
　
（
る
）
・
皐
何
　
（
な
る
）
　
を
か
根
と
烏
　
（
る
）
・
云
何
　
（
な
る
）
　
を
か
究
寛
す
る
。
」

是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
・
説
き
巳
　
（
り
）
　
ぬ
。
昆
慮
遮
那
償
、
持
金
剛
秘
密
主
に
告
　
（
け
て
）
　
言
　
（
は
く
）
。
「
善
哉

善
哉
執
金
剛
善
哉
金
剛
手
、
汝
、
吾
に
是
　
（
の
）
　
如
き
・
義
を
間
ヘ
リ
。
汝
、
常
に
諦
に
聴
　
（
き
）
　
て
善
く
作
意
す
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ネ

カ

ハ

［
普
］
　
（
再
議
）
し
。
吾
今
之
を
説
む
。
」
　
萄
l
剛
華
の
司
叫
刃
l
。
「
是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
・
世
尊
願
－
柴
ク
は
開

の

（

た

ま

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

（
か
む
）
　
と
欲
ふ
。
」
　
価
の
．
－
司
．
1
－
．
－
－
－
司
コ
っ
、
「
菩
提
心
を
因
と
鳥
・
悲
を
根
本
と
薦
・
方
便
を
究
寛
と
寅
。

秘
密
主
、
云
何
　
（
な
る
）
　
か
菩
提
、
謂
　
（
く
）
、
賓
の
如
　
（
く
）
・
自
心
を
知
（
る
）
　
そ
。
秘
密
主
、
是
　
（
れ
）
　
阿

舞
多
羅
三
枝
三
菩
提
は
乃
至
彼
　
（
の
）
　
法
は
少
分
も
得
可
　
（
き
）
　
こ
と
有
　
（
る
）
　
こ
と
無
　
（
し
）
。
何
　
（
を
）
　
以

（

も

）

の

（
て
）
　
の
故
に
、
虚
空
の
相
、
足
れ
菩
提
な
り
。
知
解
す
る
　
者
　
無
　
（
く
）
・
亦
開
－
暁
す
る
モ
ノ
無
　
（
し
）
。
何

（
を
）
以
　
（
て
の
）
　
故
（
に
）
、
菩
提
は
無
相
（
な
る
）
　
か
故
　
（
に
）
。
秘
密
主
、
諸
法
は
無
相
な
り
。
謂
（
く
）
、

虚
空
の
相
そ
。
」
　
（
同
右
　
二
十
九
行
～
五
十
七
行
）

の
如
く
、
本
文
が
展
開
す
る
。
例
に
、
引
用
し
た
大
日
経
に
限
ら
ず
、
経
が
仏
説
の
形
式
で
文
章
全
体
が
作
ら
れ
、
問
答

の
形
式
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
先
ず
、
確
認
し
て
お
く
。

以
下
は
、
儀
軌
・
次
第
の
訓
読
の
様
相
を
示
し
た
も
の
で
、
円
儀
3
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
諦
儀
軌
の
冒
頭
部
で
あ
る
。

○
ホ
（
の
）
時
に
諸
傭
菩
薩
一
切
賢
聖
、
世
間
（
に
）
現
（
し
て
）
一
切
有
情
を
利
益
（
す
）
。
時
に
正
法
に
順
（
ふ
）

こ
と
非
す
し
て
囲
土
の
衆
生
を
損
－
壊
　
（
す
る
）
・
魔
等
の
翁
に
・
阿
閃
、
普
賢
・
大
弘
誓
・
甚
　
（
た
）
　
探
　
（
き
）

タ
モ

か
故
（
に
）
盆
各
の
形
相
（
を
）
示
現
（
し
て
）
彿
白
（
し
て
）
言
く
、
「
我
、
眞
言
を
在
テ
リ
。
世
間
に
於
（
て
）

ユ

ル

　

　

レ

甚
　
（
た
）
　
希
有
な
る
所
な
り
。
諸
の
如
来
、
眞
言
を
宣
説
せ
む
こ
と
を
密
サ
被
ヨ
。
我
等
昔
に
諸
債
の
教
法
　
（
を
）

守
護
　
（
し
て
）
一
切
有
情
　
（
を
）
　
餞
益
す
　
［
嘗
］
　
（
再
議
）
し
。
」
　
ホ
　
（
の
）
　
時
　
（
に
）
　
備
告
　
（
け
）
　
て
言
は
く
、

「
善
哉
善
哉
、
盆
悠
王
・
汝
、
降
伏
の
些
言
を
説
（
く
）
こ
と
を
来
す
。
」
刺
の
時
に
四
面
八
菅
極
黒
大
成
怒
　
（
の
）

形
相
を
示
－
現
（
し
）
て
些
言
の
旬
額
を
説
（
く
）
。
眞
言
（
に
）
　
日
　
（
く
）
　
（
一
オ
三
行
～
一
ウ
三
行
）

（
参
考
）
　
布
の
時
に
・
諸
傭
菩
薩
一
切
賢
聖
、
世
間
に
現
し
ぬ
、
一
切
有
情
を
利
益
　
（
し
）
　
た
ま
ふ
。
時
に
正
法

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

と
あ
る
。
な
お
、

に
順
　
（
ふ
）
　
こ
と
非
す
し
　
（
て
）
　
国
土
の
衆
生
を
損
壊
す
る
・
魔
等
の
為
に
・
阿
閑
、
普
賢
・
大
弘

誓
・
甚
深
な
る
か
故
　
（
に
）
　
盆
慾
の
形
相
　
（
を
）
　
示
現
　
（
し
て
）
　
白
　
（
し
て
）
　
苦
く
、
「
我
れ
、
眞
言

タ

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ル

を
在
テ
リ
。
　
［
於
］
　
世
間
に
甚
　
（
た
）
　
希
有
な
る
所
な
り
。
諸
の
如
来
・
眞
言
を
宣
説
せ
む
こ
と
を
聴

サ
レ
被
よ
。
我
等
・
昔
に
諸
債
の
教
法
　
（
を
）
　
守
－
護
し
　
（
て
）
一
切
有
情
　
（
を
）
　
餞
益
せ
む
。
」

ホ
　
（
の
）
　
時
　
（
に
）
・
告
　
（
け
て
）
　
言
　
（
は
く
）
、
「
善
哉
善
哉
、
盆
慈
王
・
汝
、
降
伏
の
眞
言
を
説

（
か
）
　
む
こ
と
を
聴
す
。
」
　
別
の
時
に
四
面
八
督
極
黒
大
成
怒
の
形
相
を
示
－
現
し
　
（
て
）
　
眞
言
の

句
項
を
説
く
。
眞
言
　
（
に
）
　
日
　
（
く
）

（
東
寺
観
智
院
蔵
降
三
世
儀
軌
嘉
承
三
年
点
　
一
オ
三
行
～
一
ウ
七
行
）

参
考
に
掲
げ
た
も
の
は
東
寺
観
智
院
蔵
降
三
世
儀
軌
嘉
承
三
年
点
の
同
一
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
冒
頭
部
は
、
本
儀
軌
が
念
怒
王
の
所
説
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
会
話
部
分
も
存
す
る
が
、
当
該

資
料
の
大
半
は
、

イ
カ

○
若
　
（
し
）
　
此
の
眞
言
を
修
せ
む
と
欲
　
（
は
）
　
は
・
［
者
］
　
面
、
東
に
し
て
像
の
前
に
し
て
威
怒
し
囁
テ
我
　
（
か
）

身
、
則
　
（
ち
）
　
本
尊
威
怒
王
に
異
　
（
ら
）
　
不
と
想
へ
、
則
　
（
ち
）
　
三
業
の
所
に
咋
字
三
遍
を
諭
せ
よ
。
亦
、
法
界
に

安
ケ
。
則
　
（
ち
）
　
二
手
堅
固
縛
し
て
額
の
上
に
捧
　
（
け
て
）
　
左
右
に
三
ひ
捧
せ
よ
。
亦
、
遵
除
法
界
と
成
　
（
る
）
。

次
　
（
に
）
　
心
　
（
を
）
　
至
　
（
し
て
）
　
合
掌
し
て
威
怒
尊
諸
聖
衆
を
礼
拝
せ
よ
。
（
二
ウ
七
行
～
三
オ
四
行
）

（
参
考
）
　
若
　
（
し
）
　
此
の
眞
言
を
修
せ
む
と
欲
　
（
は
）
　
は
・
［
著
］
　
面
を
東
　
（
に
）
　
し
て
像
の
前
に
し
て
威
怒
し

イ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

噴
て
我
か
身
、
則
　
（
ち
）
　
本
尊
威
容
王
に
異
ラ
不
と
想
へ
、
則
　
（
ち
）
　
三
業
の
所
に
・
咋
字
三
遍
を
諦

（
せ
）
　
よ
。
亦
、
法
界
に
安
け
。
則
　
（
ち
）
　
二
手
堅
固
縛
し
て
額
の
上
に
捧
　
（
け
て
）
　
左
右
に
三

（
ひ
）
　
韓
　
（
せ
）
　
よ
。
亦
、
遭
除
法
界
と
成
　
（
る
）
。
次
　
（
に
）
　
心
を
至
　
（
し
て
）
　
威
怒
尊
諸
聖
衆
を



合
掌
礼
拝
　
（
せ
）
　
よ
。
（
末
寺
観
智
院
蔵
降
三
世
儀
軌
嘉
承
三
年
点
　
三
ウ
三
行
～
四
オ
四
行
）

と
あ
る
如
く
、
観
法
、
真
言
の
念
諦
法
、
印
の
結
び
方
な
ど
な
ど
の
修
法
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
う
し
た
部
分
が
資
料
の

大
半
を
占
め
る
。

次
に
掲
げ
た
も
の
は
、
東
大
寺
点
資
料
の
内
、
東
儀
1
金
剛
頂
蓮
華
都
心
念
諦
儀
軌
の
一
部
で
あ
る
が
、

ワ

ツ

カ

〇
二
羽
金
剛
縛
に
し
て
　
忍
－
願
竪
て
む
こ
と
針
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
　
せ
よ
。
練
に
眞
言
を
諭
し
・
巳
　
（
る
）
　
と
き
に

自
－
身
、
普
賢
と
成
　
（
り
て
）
　
［
於
］
　
月
輪
の
上
　
（
に
）
　
坐
し
ぬ
。
身
の
前
に
普
賢
を
観
せ
よ
。
眞
言
　
（
に
）
　
日

（
く
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
十
四
行
～
八
十
五
行
）

と
あ
っ
て
、
印
契
法
と
親
法
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
も
同
様
に
、
か
か
る
金
剛
界
法
の
修
法
を
記
し
た

部
分
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

次
は
次
第
の
例
で
、
円
儀
1
3
金
剛
界
次
第
　
（
益
信
次
第
）
　
を
内
題
部
分
か
ら
掲
げ
た
が
、
本
文
の
冒
頭
は
、
い
き
な
り

作
法
の
記
述
に
始
ま
る
。

○
金
剛
界
次
第

先
（
っ
）
房
舎
に
於
（
て
）
手
　
（
を
）
洗
（
ひ
）
・
作
法
（
し
）
　
了
（
れ
）

剛
薩
埴
　
（
を
）
　
想
　
（
へ
）
。
賓
冠
を
頂
戴

「
ム
ネ
」
胸
　
に
普
て
・
左
の
手
　
（
に
）
　
鈴
を
取

「

ト

ホ

ソ

し

向
　
「
セ
ヨ
」
・
堂
の
　
戸
　
に
至
　
「
ル
」

（
し
）
・
手
　
（
に
）
　
五
胡
を
取

「

コ

シ

」

（
り
て
）
　
腰
　
に
安
　
「
セ
ヨ
」

堂
（
の
こ
之
］
　
間

「
レ
」
・
右
　
（
に
）

フ

足
、
蓬
花
を
踏
ム

に
作
　
（
し
て
）
　
左
は
腰
に
　
（
せ
）
　
よ
。
右
、

十
方
の
五
度
を
指
　
（
せ
）
。

次
　
（
に
）
　
堂
の
戸
を
開
　
（
け
て
）
　
入
れ

・
時
、
無
能
勝
定
に
入
　
（
り
て
）

ノ

頭
指
を
串
へ
テ
短
の
咋
字
を
諦

三
度
弾
指
　
（
せ
）

（
し
て
）
　
結
界

（
に
）
　
至
　
（
り
）
・
金

五
胡
を
取
　
（
り
て
）

（
て
）
　
堂
場
に
趣
－

よ
。
左
右
の
手
、
拳

（
せ
よ
）
。
印
を
も
て

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

次
（
に
）
壇
（
の
こ
之
］
許
に
至
（
り
て
）
　
糊
脆
合
掌
し
て
普
礼
眞
言
を
諦
（
せ
）
よ
。
普
印
　
（
冒
頭
一
行
上
人
行
）

の
如
く
で
あ
る
。
以
下
に
は
、
金
剛
界
法
の
作
法
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
経
や
儀
軌
・
作
法
の
、
文
章
の
展
開
は
、
訓
読
語
が
表
現
さ
れ
る
以
前
の
原
漢
文
の
展
開
に
依
る
も
の
で
、

原
漢
文
の
制
約
の
上
に
存
し
て
い
る
文
章
の
展
開
で
あ
る
。

さ
て
、
経
類
の
訓
読
に
お
い
て
、
儀
軌
類
と
異
な
っ
た
読
添
語
の
問
題
を
、
こ
の
各
資
料
の
持
つ
文
章
構
成
の
間
題
と

関
係
し
て
検
討
す
る
。
経
類
の
読
添
語
の
特
徴
の
内
に
は
、
助
詞
類
の
多
用
、
助
動
詞
の
内
一
部
の
助
動
詞
の
使
用
、
助

動
詞
「
き
」
　
の
経
類
に
お
け
る
多
用
が
指
摘
さ
れ
た
。
経
類
に
多
用
の
助
詞
に
「
ぞ
」
　
「
や
」
　
「
か
」
　
な
ど
が
存
す
る

が
、
こ
れ
ら
の
助
詞
は
、
疑
問
表
現
や
反
語
表
現
を
支
え
る
助
詞
で
、
右
に
確
認
し
た
文
章
の
性
質
上
、
す
な
わ
ち
、
原

漢
文
の
制
約
上
、
経
類
に
多
く
出
現
す
る
の
は
、
経
が
問
答
体
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
用
例
数
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
終
助
詞
の
　
「
か
な
」
も
或
い
は
同
様
の
解
釈
を
施
す
こ
と
が
出

来
よ
う
。
助
動
詞
「
き
」
　
の
経
類
に
お
け
る
多
用
も
、
同
じ
く
原
漢
文
と
の
問
題
で
把
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
過
去
の
時
制
で
表
現
す
べ
き
箇
所
は
、
経
に
お
い
て
多
く
、
儀
軌
・
次
第
は
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
要
件
に
当
た
る

も
の
、
助
動
詞
　
「
き
」
　
を
読
み
添
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
箇
所
そ
の
も
の
が
原
漠
文
中
に
少
な
い
。

経
類
の
読
添
語
が
多
様
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
経
の
訓
読
語
と
儀
軌
の
訓
読
語
の
違
い
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
経
類
と
儀
軌
・
次
第
類
と
の
読
添
語
の
傾
向
性
の
内
、
以
上
の
如
き
異
同
は
、
経
の
訓
読
語
、
儀
軌
の
漢
文
訓
読
語

そ
の
も
の
が
質
的
に
異
な
る
事
に
よ
っ
て
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
量
的
な
相
違
に
繋
が
る
も
の
と
把
え
て

お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
訓
読
語
の
発
現
に
お
い
て
、
既
に
、
原
漢
文
か
ら
何
ら
か
の
形
で
表
現
が
制
約
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
認
め
て
お
き
た
い
。



六
、
経
の
訓
読
語
と
儀
軌
の
訓
読
語
の
質
的
相
違

右
に
は
、
経
の
訓
読
語
と
儀
軌
の
訓
読
語
に
お
け
る
、
量
的
相
違
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
問
題
と
し
た
が
、
質
的
な
相

違
は
存
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

①
、
助
詞
　
「
い
」

八
円
堂
点
資
料
）

○
既
（
に
）
人
功
を
須
（
て
）
之
を
溌
（
音
）
　
（
す
る
）
叫
は
・
即
（
ち
）
是
縁
に
従
（
ひ
）
た
り
・
自
然
の
有
に
は
非

（
す
）
　
［
也
］
。
　
（
円
経
5
　
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
）

（
東
大
寺
点
資
料
）

ウ

ヘ

ナ

○
彼
呵
然
も
諾
ヒ
巳
　
（
り
）
　
ナ
ハ
後
に
昔
に
之
を
輿
へ
　
（
よ
）
。
　
（
東
経
3
　
萩
悉
地
掲
羅
経
巻
中
）

ヘ
ツ

○
彼
呵
能
く
壊
し
　
［
及
以
］
　
軽
蔑
　
（
す
る
）
　
こ
と
無
　
（
ら
）
　
む
。
　
（
東
経
3
　
萩
悉
地
掲
羅
経
巻
中
）

○
諸
明
・
即
　
（
ち
）
　
其
　
（
の
）
　
煙
　
（
を
）
　
以
　
（
て
）
自
然
に
身
に
有
　
（
る
）
　
可
は
表
す
る
所
・
密
印
に
非
　
（
す
）
　
と
い
ふ

こ
と
無
　
（
し
）
。
　
（
東
経
7
　
大
民
度
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
十
四
）

右
の
用
例
は
、
副
助
詞
、
又
は
、
間
投
助
詞
と
言
わ
れ
る
助
詞
「
い
」
　
の
用
例
で
あ
る
。
表
2
の
助
詞
の
項
目
の
中
に

も
用
例
数
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
は
多
く
を
数
え
な
い
が
、
こ
の
語
は
、
経
類
に
の
み
出
現
す
る
。
こ
の
語

は
、
古
代
の
助
詞
と
も
称
さ
れ
る
如
く
、
平
安
中
期
以
前
の
訓
点
資
料
に
は
一
般
に
そ
の
用
例
が
多
く
、
以
降
の
訓
点
資

料
に
は
、
そ
の
例
が
限
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
き
た
助
詞
で
、
こ
の
助
詞
の
出
現
は
、
経
類
の
訓
読
に
偏
る
。
中
院
僧
正
点

（5）
資
料
の
中
に
は

ソ

　

ヘ

　

こ

○
普
賢
と
金
剛
初
と
な
り
、
そ
ゑ
に
我
、
金
剛
手
を
礼
す
。

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
高
山
寺
蔵
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
数
王
経
巻
三
）

の
如
き
接
続
詞
　
「
そ
ゑ
に
」
　
が
出
現
す
る
。
こ
の
語
の
読
添
え
も
平
安
中
期
以
前
に
盛
ん
で
、
以
降
の
訓
点
資
料
に
は
稀

に
な
る
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
円
堂
点
資
料
・
東
大
寺
点
資
料
・
中
院
僧
正
点
資
料
と
い
う
資
料
群
の
別

無
く
調
査
の
限
り
で
は
儀
軌
類
に
は
出
現
し
な
い
。

②
、
　
「
者
」
　
字
の
訓

八
円
堂
点
資
料
）

ヒ
ト

○
能
く
教
－
授
す
る
司
な
り
。
（
円
経
5
　
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
）

（
東
大
寺
点
資
料
）

レ
し
ー
ト
・

〇
是
　
（
の
）
　
如
　
（
く
）
・
一
輪
よ
り
字
輪
を
韓
輪
す
る
、
持
諦
す
る
剖
l
（
を
）
　
知
　
（
る
）
　
へ
し
。

（
東
経
7
　
大
昆
慮
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
十
四
）

ヒ
ト

○
久
く
眞
明
　
（
の
）
　
［
之
］
　
行
を
習
　
（
し
て
）
　
侍
諦
す
る
に
堪
　
（
へ
）
　
た
る
・
司
ノ
方
に
意
　
（
を
）
　
以
　
（
て
）
　
相
ひ
侍

（
ふ
る
）
　
に
非
　
（
さ
る
）
　
自
　
（
り
）
　
は
・
文
を
以
　
（
て
）
　
載
　
（
す
る
）
　
可
　
（
か
ら
）
　
不
。

（
東
経
7
　
大
毘
塵
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
十
四
）

ヒ

（

と

）

◎
喩
伽
を
修
行
せ
む
】
剖
っ
是
　
（
の
）
　
如
（
き
「
心

ヒ

（

と

）

◎
般
無
僚
浬
柴
に
臨
　
（
み
）
　
た
ま
へ
る
㍉
．
惑
「
は

（
を
）
　
費
　
（
す
）
　
應
　
（
し
）
　
（
東
儀
1
　
金
剛
頂
蓮
華
都
心
念
諦
儀
軌
）

（
東
儀
1
　
金
剛
頂
蓬
華
都
心
念
諦
儀
軌
）

②
と
し
て
掲
げ
た
用
例
は
、
読
添
語
の
用
例
で
は
な
く
、
字
訓
の
問
題
で
あ
る
。
「
者
」
　
字
の
訓
読
の
問
題
で
、
「
ひ

と
」
　
訓
を
与
え
た
例
を
列
挙
し
た
。
こ
の
　
「
ひ
と
」
　
訓
を
与
え
る
訓
法
は
、
平
安
中
期
以
前
の
訓
点
資
料
に
お
い
て
出
現

す
る
も
の
で
、
平
安
中
期
を
境
に
、
一
般
的
に
は
、
即
字
的
な
　
「
も
の
」
　
訓
に
変
化
す
る
も
の
と
説
か
れ
る
。
こ
の
訓
読

は
、
用
例
に
示
し
た
如
く
各
資
料
群
の
経
類
の
訓
読
に
出
現
す
る
。
儀
軌
・
次
第
類
に
は
円
堂
点
資
料
で
は
、
本
稿
の
調



査
の
限
り
で
は
こ
の
　
「
ひ
と
」
訓
の
確
例
が
な
い
。
た
だ
、
真
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
資
料
群
に
お
い
て
は
、
用
例
に

示
し
た
如
く
、
儀
軌
の
中
に
確
例
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
は
、
経
類
の
訓
読
語
が
、
古
語
的
性
格
を
示
し
た
も
の
と
し
て
把
え
る
事
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か

か
る
訓
読
の
出
現
は
、
必
ず
し
も
原
漢
文
の
制
約
上
に
出
現
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
経
の
訓
読
語
と
儀
軌
の
訓
読

語
と
が
質
的
に
異
な
る
性
格
を
示
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
東
大
寺
点
資
料
に
お
い
て
は
、
儀
軌
類
に
も

経
的
訓
読
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
東
大
寺
点
資
料
の
儀
軌
類
の
訓
読
の
質
に
関
わ
る
問
題
で
、
東
大
寺
点
資

料
に
お
け
る
儀
軌
の
訓
読
が
、
他
の
資
料
群
の
訓
読
に
比
較
し
て
、
経
に
傾
い
て
い
る
も
の
と
解
釈
出
来
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

お
わ
日
ソ
に

さ
て
、
以
上
、
述
べ
て
き
た
如
く
経
類
の
訓
読
と
儀
軌
類
の
訓
読
と
は
量
的
・
質
的
相
違
が
存
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
、
ま
た
、
各
資
料
群
、
即
ち
、
真
言
宗
広
沢
流
の
円
堂
点
資
料
、
真
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
資
料
に
お
け
る
経
類
の

訓
読
語
と
儀
軌
類
の
訓
読
語
と
の
相
違
の
様
相
は
、
各
言
語
集
団
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
の
様
欄
を
異
に
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
問
題
を
残
し
た
。
今
後
、
更
な
る
用
例
の
収
集
整
理
に
よ
っ
て
そ
の

実
証
性
を
高
め
た
い
が
、
共
時
的
に
傭
撤
す
る
こ
と
を
一
義
的
に
お
い
た
た
め
、
一
般
論
か
ら
の
例
外
の
処
理
に
つ
い
て

の
言
及
を
充
分
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
資
料
的
制
約
が
存
す
る
も
の
の
、
共
時
態
の
設
定
そ
の
も
の
が
平
安
後
半

期
、
平
安
後
期
・
院
政
期
と
言
う
拡
が
り
を
持
ち
、
そ
の
設
定
し
た
共
時
態
そ
の
も
の
が
適
時
的
変
化
を
含
ん
で
い
る
可

能
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
の
訓
読
語
や
儀
軌
の
訓
読
語
の
生
成
は
、
多
分
に
通

時
的
な
背
景
が
存
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

注
（
1
）
　
築
島
裕
　
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
　
（
　
『
国
語
と
国
文
学
」
　
四
十
六
巻
十
号
、
昭
和
週
十
四
年
十
月
）

築
島
裕
　
「
平
安
時
代
の
古
訓
点
の
語
彙
の
性
格
－
大
日
経
の
古
訓
点
を
例
と
し
て
ー
」
　
（
　
『
凶
語
学
」
　
八
十
七
軒
、
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
）

築

島

裕

「

大

是

既

の

古

訓

法

に

つ

い

て

」

＝

禁

錮

崇

上

代

文

学

論

竺

昭

和

五

十

二

年

十

盲

）

三
保
忠
夫
　
「
蘇
悉
地
籍
羅
経
古
点
の
訓
読
法
」
　
（
　
『
国
語
学
」
　
育
二
韓
、
昭
和
五
十
年
九
月
）

小
林
芳
規
　
「
仁
和
寺
尊
蔵
金
剛
頂
玲
伽
護
摩
儀
軌
二
本
の
訓
点
－
金
剛
頂
玲
伽
護
摩
儀
軌
の
訓
読
史
よ
り
の
考
察
－
」
　
（
　
『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
」
　
第
八
十
八
輯
春
日
和
男
博
士
喜
寿
記
念
特
輯
号
、
平
成
四
年
三
月
）

（
2
）
　
月
本
雅
章
　
「
大
唐
西
域
記
の
古
訓
法
に
つ
い
て
」
　
（
　
『
国
語
と
国
文
学
h
　
五
十
七
巻
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）

月
本
雅
章
「
不
動
儀
軌
の
古
訓
点
に
つ
い
て
」
　
（
議
肇
国
語
学
論
集
し
昭
和
六
十
毒
三
月
）

（
3
）
　
拙
稿
　
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」
　
（
　
『
国
文
学
放
」
　
第
二
≡
一
　
二
二
三
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）

（
4
）
拙
稀
「
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓
読
－
中
院
僧
正
点
君
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
〓
諸
般
翫
国
語
学
論
集
」
平
成
七
年
十
一
月
）

（
5
）
　
注
4
文
献




